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 論文審査の結果の要旨
 金属鉱石の主要鉱石鉱物である硫化鉱物の化学絹成は,硫化物系の相平衡に関する実験結果
 から,金属鉱床の生成条件を推定する重要な資料となっている。しかし,これまでの硫化鉱物
 の化学組成の多くは湿式分析によるもので,試料の純度に問題があり,精度に疑がある。近年
 EPMAの発達により,多くの硫化鉱物の組成が迅速に分析でき,多量の資料が蓄積されつつあ
 るが,この場合精度をあげるための補正計算の方法が問題となる。一般的に行なわれている
 ZAF法は多数の補正係数を必要とし,計算も複雑で誤差も多く,精度の高い分析値を得ること
 は容易でない。したがってEPMAを胴いて硫化鉱物の組成を分析する場合,まずその定量法を
 十分に確立する必要がある。
 本論文では従来のZAF法にかわり,珪酸塩鉱物について,もっぱら胴いられ,計算が比較的
 簡単で精度も高いBence-Albee法を硫化鉱物系に適用することを試み,合成硫化鉱物を標準試
 料として行なった基礎実験の結果,このBe且ce-Albee法が硫化鉱物にも同様に用いられ,これ
 により容易に信頼度の高い分析値が得られることを確認している。この方法ではその基礎とな
 る補正係数(α一factor)が必要であるが,本論文ではほとんどの硫化鉱物系についのα一factor
 を求め,硫化鉱物の化学組成が容易にかつ精度よく分析できるようにしている。
 この方法を用いて,本論文では天然産硫化鉱物を多数分析し,その結果から硫化鉱物系を化
 学量論的組成群と固溶体組成群との2群に分類し,前者はしばしば高温で固溶体を形成するが,
 常温ではすでに化学量論的組成に達しているとしている。たとえばCu-Fe-S系鉱物およびCt1
 -Bl-S系鉱物はしばしば300℃～500℃の高温で固溶体をつくるが・天然各種鉱床産のこれらは
 すべて化学量論的組成に収れんしていることを確め,これらの組成より鉱物生成の条件を推定
 することはできないと論じている。一方固溶体組成を有する鉱物群の具体例としてBi2S3-Sb2
 S3系鉱物およびCu,AsS、一C馬SbS、系鉱物の分析を多数行ない,これらの鉱物が高温より低温
 に至る広い範囲で固溶体領域を有することを見出し,これらの組成が鉱物の生成条件一・温度,
 圧力および硫黄フユガシティーなどを推定する重要な資料になると結言している。
 上述のように本論文は硫化鉱物について新しいEPMA分析法を確立し,これによって多数
 の分析値を求め,生成条件とくに温度との関係など硫化鉱物の化学組成について重要な知見を
 与えている。したがって本論文は著者が懲立して研究活動を行なうに必要な高度の研究能力と
 学識を有することを示しており,よって北風嵐提出の論文は理学博士の学位論文として合格と
 認める。
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